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1．参加のきっかけ、動機 

 過去に原爆ドームや資料館を見学したことはありましたが、実際に被爆者の方のお話を直接聞

いたり、碑めぐりをしたことはありませんでした。原爆投下から 80年という節目の年に、子供と共に

平和の大切さや原爆について学びたいと思い参加させて頂きました。また、この広島訪問を通し

て、自分がこれからどのように平和のために行動できるのかを考えるきっかけにしたいと思いました。 

2．ピースアクションの内容と印象に残ったこと 

①被爆の証言 

まず被爆者の山田寿美子さんから当時の体験談をお聞きしました。当時まだ幼かった山田さん

ですが、原爆投下後の生活の困難さを、一言一言丁寧に私たちに伝えて下さいました。「80 年

前の事を今の事として考えてほしい」という言葉が、とても印象に残りました。 

 

 

②碑めぐり 

ボランティアの方の案内で、碑めぐりを行いました。原爆ドームは広島県物産陳列館として建て

られ、オシャレで近代的な建物として、人々に親しまれていました。しかし、原爆投下によって、その

姿は一変し、瓦礫と化した無残な姿になり、見るに堪えない惨状になってしまった、というガイドさん

のお話が印象に残りました。 

また、平和の灯は、点火されて以来ずっと燃え続けており、「核兵器が地球上から姿を消す日ま

で燃やし続けよう」という願いが込められているという事を知り、この火が一日でも早く消える日がき

てほしいと強く思いました。 
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➂平和記念資料館見学 

目を背けたくなるほどの惨状を記録した写真の数々に胸を締めつけられました。子供にこの現実

をしっかり見てほしいと強く願う一方で、日常の生活からは想像もできないほど悲しい光景を、幼い

心が受け止められるかという葛藤がありました。それでも、核兵器がもたらした惨状は大人から子供

へと伝えていかなければならないと感じました。 

 

 

④虹のひろば 

日本被団協は、「No More Hiroshima,No More Nagasaki,No More War,No More 

Hibakusha」という言葉を掲げて、核兵器のない世界を目指して国外で活動を続けています。こ

のような尊い活動は平和の大切さを次世代へと繋げていくためにも欠かすことのできないものだと強

く感じました。 

また、「核兵器がゼロにならない限り、戦争は終わらない」という濱住さんのお言葉は、胸の奥に

重く響きました。どこかの国に核兵器がある限り、また 80年前の悲しみが繰り返されるかもしれま

せん。だからこそ、核兵器のない未来を信じて、願い続けることをやめてはいけないと思いました。 

そして、虹のひろばでは、若い世代による平和活動の紹介がありました。真っ直ぐな思いで平和

活動に取り組む姿に感動しました。その優しさと行動力が未来を変える大きな力になると信じてい

ます。 
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⑤平和記念式典 

原爆投下から 80年という節目の年ともあり、国外から多くの方々が参列されていました。式典

は厳粛な空気の中にも一人一人の平和への願いが確かに伝わってくるような雰囲気で、とても貴

重な時間を過ごすことが出来ました。 

また、松井市長の平和宣言の中で、「たとえ自分の意見と反対の人がいてもまずは話をしてみ

ることが大事である」という言葉がとても心に響きました。小さな日常でも、誰に対してもしっかりと向

き合って言葉を交わす姿勢を大切にしていきたいと思いました。     

  

 

3．まとめ 

ピースアクションに参加して、広島での学びは、心に深く残るものでした。悲しい現実を知るたび

に胸が苦しくなったと同時に、まだまだ自分が知らない現実があることにも気づかされました。今後も

平和とは何か、核兵器とは何かについて学び続けていきたいと思います。 

また、日々、穏やかに過ごせる日常があることの幸せを感じながら、子供たちの未来が笑顔と希

望であふれる世界でありますようにと願っております。 

最後に、３日間引率してくださったパルシステム千葉のみなさん、大変お世話になりました。貴

重な経験と楽しい思い出をありがとうございました。 

   

 

 











　　　ピースアクションinヒロシマ　黒川　なる

⭐️参加したきっかけ

学校では学ぶことが無く、自分から学ぶ機会をつくならければ何も知らないままだと

思い、参加してみた

⭐️実際に参加して感じたこと

・現地に行ったからこそ体感できたものがあった　　　　

絵や写真だけではわからない、原爆ドームの大きさや周りの風景　　　　　　　　　　　　　　　　

・被爆者の方の話を聞いていくにつれて、私は本当に何も知らないのだなと思った　　　　

例として、被爆者の方は戦争のない今は被害はないと思っていたが、いまだ手帳をもらうのに苦労し

たり、後遺症に苦しんだりしていることなど　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ご飯を食べる、安心して寝ることができる、好きなことをやれるなどなど　　　　　　　

これらは決して”普通、当たり前ではない”ということ

・信じたくないお話ばかりだったけれど事実として受け入れなければいけないということ　

私が想像していた以上に悲惨なものばかりで聞いているのも辛かったけど、被爆者の方々が

これからの時代に繋げるために、とても辛い過去を話してくださったから決して無駄にはせ

ず自分にできることを伝えていきたい

・今生きていることさえ奇跡なんだということ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

戦争では生きると死ぬは常に隣り合わせであり、今日まで生きているのは本当に奇跡なんだ

なと思った。また、まだ死にたく無くても戦争で亡くなった人は多くいると思うから今ある

命に感謝して楽しく生活していきたい

・ごはんおいしかったです、、☺︎



⭐️これからやりたいこと

・些細なことにも感謝をする‼️

・広島に限らず、地元にも戦争に関わる話や学びはあると思うから、まずは地元の歴
史もしらべてみたい

・家族、友達、先生など私が学んで感じたことを話して、少しでもその人たちが過去
の歴史に興味をもつきっかけになればいいな

・教職を目指しているので、一個人として生徒たちに教えられるようにもう少し詳し
く学んでみたい

・いただきます、ごちそうさまでしたの大事さを感じて食事をする

今、自分が生活できているのは誰かの支えがあるから。たとえ些細なこと

だとしても”ありがとう”の気持ちを忘れずに。できたら声に出して言いた

い。ありがとうの言葉がたくさん増えてこの世界が感謝の言葉でいっぱい

になったら嬉しいです。



　　原爆ドームがこんなにおしゃれであり、地下まであると知らなかった

どんなに楽しく遊んでいたとしてもそれを一瞬にしてこわしてしまうものがある

　　　　　　　　　　　　　それが核兵器だろう

　　　　　　今、普通にご飯が食べれることは当たり前ではない

　　　　　　　　　　　　”いただきます”　の感謝

　　　　　　　　みなさんと学ぶことができて嬉しかったです(^^)

　　　　　　　　　　　　ありがとうございました‼️



　　　　　　　　　またどこかでお会いできたら嬉しいです♪



 
 

　ピースアクションinヒロシマ
報告者: 黒川ゆき 
2025年8月4～6日参加 
千葉県館山市在住



ヒロシマへ 

私は初めての広島県入り。 

神奈川県で生まれ育った私は太平洋戦争のこと、
広島、長崎に原子爆弾が投下されたこと、深く学
ぶことのないまま親になりました。 

2人の子供に恵まれ子育てを行なっていく中で、パ
ルシステムを日々の暮らしに使うようになり
【ピースアクション】の取り組みを知りました。 

長男が小6、長女が小4の時にピースアクションで
沖縄の戦績巡りに参加しました。 

日本で唯一の地上戦になった沖縄 

現地に出向き、現地を感じること、沖縄の方々と
交流すること、 

多くの学びをもらい、次は広島にも参加したいと
思っていましたがそこからコロナ禍となり、その
夢は叶わないままでした。 

そして長男は大学1年、長女が高校2年生になった
今年、我が家は娘とピースアクションinヒロシマへ
応募しました。 

ご縁いただき7年ぶりにピースアクションの参加が
叶いました。 

中身のぎゅ～と詰まった3日間。今回も学びの多す
ぎる日々。 

実際に現地で感じ、自分で見て、広島に原子爆弾
が落ちたこと。子どものころに裸足のゲンを読ん
でいたことで戦争の恐ろしさ、残虐さ、原爆の怖
さを感じたことを思い出しました。 

今回参加して現地で被爆者の方の声を聞くこと 

その場に行くこと　現地ガイドさんの話を聞くこ
と 

わかりやすくお話しくださるので 

イメージはとても広がり思わず涙する程でした。 

日本への原子爆弾投下を決め 

当初の投下地点、実際に投下された地点 

今回その地を何度も何度も見てきました。 

元々広島のあの辺りはとても賑やかな人々の暮ら
しがあった場所。原爆ドームは広島産業奨励館。
チェコの建築家が作り、水面に映る姿をイメージ
して正面玄関の場所が決まった。 

大正屋呉服店だったレトロモダンな建物 

そんな賑やかな暮らしが広島の原爆投下地に存在
していたことを初めて知りました。 

被爆された方の中には思い出したくない、見たく
ない、でも辛い傷跡のまま　保存してくれたから

￼1

2日目　平和公園内で現地ガイドさんによる碑めぐり 



こそ今私たちが原爆投下の恐ろしさを感じること
ができました。 

資料館では原爆投下後の悲惨な状態が私たちに伝
わりました。 

放射能の力　人間には制御できないエネルギーは
瞬時に多くの人の暮らしと命を奪い、そして80年
経った今でも放射線症として苦しめ続ける 

そして被爆したことを言えない風評 

お話を伺った戦争孤児としての貧困と哀しみ 

癒えることのない辛さ 

人として開発、研究、使用してはいけないと私は
思う爆弾が投下された現実を知りました。 

建築家の平和への想いがあちこちで形となり表現
された平和公園。全身の火傷に水を求めて川へ集
まる人々　でも上流から同じように集まる人々、
死体で埋め尽くされた川。そして水を飲ませるこ
ともできなかった。そのことを想って犠牲者を慰
めるための水を流した平和の灯（ともしび） 

研修1日目、平和公園の地図を見ていた時に原爆
ドームから嵐の中の母子像までが直線上にあるこ
とに気がつきました。そして2日目実際に目で見て
感じてきました。多くの碑に込められた想い。こ
の場所で80年前に起きた事実、そして80年後の今
の広島。 

戦後80年　生の声を聞ける時間は残りわずか 

このタイミングで参加出来たことは私と娘の人生
の中で大きな出来事になりました。 

2024年平和公園の近くに建てられた大きくて立
派なサッカースタジアム　作るならここだと場所
を決めていた。 

スポーツは平和だからできる 

平和の証だと。 

今を生きている私にできること 

未来を担う子どもたちが夢を描き暮らしていく、
安心して平和な世界を作っていきたい。



ピースアクションinヒロシマ レポート 

山口陽子 

 

今回この活動に参加させていただきたいと思ったのは、高校2年生になる娘に日本で使われ

た原爆というものを知り、平和について学ぶ機会を作りたいという想いからでした。彼女は

小学校時代をアメリカで過ごしたため、日本の歴史、平和教育はほとんど受けられなかった

のですが、ちょうど今、将来の進路を考えて色々と動き始めた時期でしたので、何か考えの

片隅に残るような経験が出来るのではないかと思ったからです。 

 

私自身は小学校6年生の時に修学旅行で広島を訪問し、当時あった原爆資料館の見学や原爆

で片目を失い義眼になった被爆者の講話、千羽鶴の捧呈など体験させていただきましたの

で、戦時下で広島に起こったことや平和について学び、考える機会がありました。 

それから30年以上経ち、再び目にしたその場所は、自身の記憶に残るものよりももっときれ

いに整備され、近代的な建物が建ち、多くの観光者で溢れていました。 

しかしながら2日目に碑めぐりを案内していただいた時、まさに自分の立っているところの

下には80年前に瓦礫の山となった町がそのまま埋め立てられて平らな土地になっていること

を初めて知り、とても驚きました。国立原爆死没者追悼平和祈念館を建てる際に掘り起こさ

れた瓦礫の一部がモニュメントの周りに配されていると聞いてそれを目にした時、とても申

し訳なく、何ともいえない灰色の様な気持ちが胸の中を走りました。 

慰霊・平和祈念式が行われる、1年で最も人の集まるであろう期間に記念公園を訪問し、式

典に参加できたことでたくさんの気づきがありました。それは、式典は広島市が行っている

こと、多くの国が参列していること、たくさんのボランティアの方が式典運営のために様々

な役を引き受けていること、冷たいおしぼりや冷水が無料で配布されていること、大型のモ

ニターが各所に設置され、多くの人々が公園内で式典に参列していること、一般の参列者の

中には外国からの方々がたくさんいることなど、式典の際だけでもまだまだ挙げられそうで

すが、1日目や2日目のプログラムで参加させていただいた、生協連のピースアクションでも

本当に多くの方々が平和について考え、日々活動されていることを知りました。 

これまでも、戦争はしてはいけない、平和であることに感謝していかないといけないんだ、

と自分の中で思うことはありましたが、そう私が思うことができるのは、この80年間、実際

に大きな声で平和や、核爆弾を使ってはいけないと訴え続けてきた方々がいてくださったお

陰だという事に気づきました。そして、何か自分が出来ることをやっていかないといけない

かな、やっていけたらいいなと思いました。 

戦争に関して、今まで日々の新聞やニュースで情報を得ているつもりでいましたが、それは

とても断片的で浅く、よく考えられていなかったなと反省しました。 

今の自分としてはまだまだ勉強不足で、人に平和を語ることは恐れ多いことですが、少しで

も自分のできるピースアクションを探し、考え続けていきたいと思います。 

まずは私のピースアクションとして、娘とこのピースアクションinヒロシマに参加したこと

を、褒めたいと思います。そして参加したいと思う娘に育ってくれていることにも感謝しつ

つ、それを知る機会を与えてくださった方々にお礼を申し上げたいと思います。旅行中も

隅々まで行き届いた素晴らしいアテンドをしていただき、酷暑の中でもとても快適に過ごす

ことができました。お世話になりどうもありがとうございました。 
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私は今までほとんど平和教育を受けたことがなかったため戦争のことや原爆のことをほと

んど知りませんでした。普通小学校で習うような基本的な知識もなく学びたいなと思っていた時に母

から広島に行って戦争について勉強できるプログラムがあると聞き、参加を決めました。

実際に広島に行ってみて初めて知ったこと、見たものが沢山ありました。被爆者の方の証

言で被爆者差別があったと聞き、戦争で苦しんだ方々は皆その苦しみがわかるため協力しながら生

きていたと思っていたことは間違いだったと知りました。被爆者かそうでないかで差別が起きていたと

いう事実にとても驚きましたが、怒りやしんどさを被爆者差別という形で誰かにぶつけないと耐えら

れないほどつらかったのだなと思いやはり戦争はするべきではないし核兵器もこの世から無くすべき

だと実感しました。

また、虹の広場や平和記念式典で自分と同じ年の子達が平和活動をしているのを見て高

校生でも平和のために直接被爆者の方のお話を聞きに行ったり自分の思っていることを発信するな

どして世界平和のために動いている人は沢山いるんだなと思いました。私は授業の題材として戦争

について学んでもその授業で終わりにしてしまっていました。世界平和実現のために自分にできるこ

とを考えてそれを人に伝えたり作品として残している人のように、私にも何かできることがあるんじゃ

ないかなと思いました。

さらに、広島ではとても平和教育に力を入れているなと感じました。幼稚園生の頃から絵本

で戦争について学んだり授業の一環で被曝体験を聞きに行ったりなど教育課程に平和教育が組み

込まれているというお話を聞きました。平和教育は2度と同じことを繰り返さないためにもとても大事
なので広島だけでなく世界で唯一の被爆国として日本全国どこでも力を入れるべきものだと思いま

す。教科書や動画で戦争について学ぶことも大切ですが、実際に現地で被爆した方のお話を聞いた

り、平和記念資料館に行ったりすることでより一層その重みを感じることができると思います。

実際に広島に行って平和記念公園の下には今もまだ80年前の瓦礫が埋まっていることや
平和記念式典の日に学生運動の方々が演説をしていること、核兵器廃絶のための署名をしてもらう

ために違う県から人が集まっていたり、ガザの紛争を終わらせたいと願って日本で毎日演説をしてい

る人がいることなどを知りました。ついこの間印西市役所に行った時に原爆写真パネル展があり、平

和記念資料館のように当時の写真とその写真の説明が並んでいる場所がありました。印西市が恒

久平和実現のために活動していることをしらなかったので驚きました。調べてみると印西市は非核平

和都市宣言をしており、また平和首長会議にも加盟しているそうです。広島平和の鐘と同じ大きさの

印西平和の鐘というのもあり、8月15日には印西市平和記念式典も行っていたということを初めて知り

ました。もっと多くの市民が印西市で行われている平和活動を知り、参加できるよう大々的に宣伝すれ

ばいいのになと思いました。今回広島で得た学びを無駄にせず、自分の周りにいる平和活動に興味が

ある人と話をしたり平和活動に参加したりしたいと思いました。
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　平和だから仕事ができる、勉強ができる、スポーツができる、音楽ができる 
 
 
　今回の平和学習に参加して一番印象に残った言葉である。これを軸に振り返り、報告とし

ようと考える。 
 
 
＜被爆の証言＞ 
　原爆孤児の方の実際の声は言い表せないほど、一言一言に重みがあり、全ての言葉に

胸が締めつけられる気持ちになった。 
　今でも夢に出てくる壮絶な体験、勉強ができないどころではなく、ずっと孤独との戦いだっ

たこと。戦後、大学まで進学、就職、結婚、育児の最中でも戦争の影響を心の中ではずっ

と受け続けていること。親に育ててもらっていない悩みは深く、我が子をどう育ててよいか、

接し方さえわからなかったこと。被爆者の中には、からだに火傷を負い望んだ仕事にも就

けず、部落差別に合い孤独に亡くなった方もいたという。苦しみは永遠に続き、生涯忘れる

ことはない。 
　だからこそ自身の苦しみを乗り越えて、核兵器廃絶の声を出し続けなければならない。戦

後どう生きてきたか被爆者として可能な限り伝える、という言葉が心に響いた。 
 
 
＜今、私たちができることを＞ 
　現在の厳しい世界情勢により、他国より優位に立ち続けるための軍拡競争が続き、世論

においても武力に頼らざるを得ないという考えが強まっていけば平和な世界の実現は遠の

くばかりである。現代の若者が被爆者に直接話を聞ける最後の世代と言われている。思い

を形にできる私たちが、人に伝え、SNS発信など様々な方法も効果的に使い人の輪を広
げること。決して遠い昔の、無関係な話ではなく自分事としてとらえて行動する。言葉で言う

ことは簡単ではあるが、行動に移すことが大切である。 
    2日目の、虹のひろばでは、広島での高校大学、大人を含む平和活動の取り組みを見
て、そこに住んでいない私たちでも、可能な取り組みがあることを知った。世界恒久平和の

実現に向け…と考えるのはスケールが大きすぎるため、身近な交流によって、平和だから
できる、音楽やスポーツなどでの他者と経験や価値観を共有、共感し対話することで、信

頼を育み、実感できる安心の輪を広めていくこと。このようなところから、少しずつ実践して

いきたい。 
 
 
＜終わりに＞ 
　このピースアクションinヒロシマでは、次代を担う小中高生の参加者にとって、とても意義
深いものとなったことだろう。多くを感じ、学び取ることができる年頃に直接、広島の地を訪

れ、平和について深く考えたくさんの学び得られたことは、何にも変え難い大きな収穫で

あった。また、親子での参加であったことも、様々な点を共に心に刻むことができとても有

意義な3日間になった。この大変貴重な機会にめぐりあえたことに、心から感謝している。 

 













 

 

 

ピースアクション in ヒロシマに参加して 

 

 

 

 

 

 

相 奈緒美 



１．はじめに 

 私が生まれ育ったところでは 8/6、8/9、8/15 には防災無線の合図に合わせて 1分間黙

とうをする。子どもの頃から興味がなくてもサイレンの意味を皆知っている。中学生の時

には市内の中学生を広島平和記念式典へ派遣する事業があり、選抜のための作文審査のた

めに頑張って書いたのに選ばれず、とても悔しかった。

←現在でも続いている 

高校の修学旅行で広島に初めて行き、平和資料館を見学する時間が短く不満だった。大

人になってから一度広島へ旅行したが、その時も充分に見られなかった。 

その後日々の生活に追われていたが、現在の居住地では上記のような防災無線の使い方

はしないし、学校での社会科の授業で学ぶ以外に子どもが戦争や原爆について学ぶ場がな

いと思ったところ、今回の活動のチラシに気がついた。小 5の息子にはまだ早いかもしれ

ないし、感受性の豊かな息子にはショッキングな場面もあるかもしれないと思ったが、現

在のウクライナやガザのことを考えると知っておくことは必要と感じた。またきちんとし

た知識がない自分が教えるよりも現地で見ることが良いと思い、息子本人に確認したら行

ってみたいとのことで応募した。 

 

２．目標 

・被爆者のお話を聞いて想像する 

・慰霊碑の成り立ちや意味を知る 

・平和記念資料館の遺物を見て考える 

・平和記念式典に参加する 

・息子が原子爆弾とは何かを知り、当時の広島について知る 

 

３．被爆者の証言を聞いて 

分科会の山田寿美子さんも被団協の事務局長濱住さんも被爆時の記憶がないと聞いて、

２歳や胎内であったなら記憶がないのは当然であり、記憶がなくとも、被爆したという事

実で、その後の人生が肉体的にも精神的にも辛いものでずっと苦しんでいるのが伝わって

きた。そのつらいことを話していただくというのが申し訳ないと思うが、それを聞くこと



ができて改めて原爆は肉体的にも精神的にも非人道的な兵器で世の中から無くすべきもの

だと感じた。ただし、被爆者の平均年齢は 86歳で、最年少はおそらく 79 歳であると考え

ると、この貴重な証言を直接伺う機会は確実に少ないため、大事に残していくことが必要

だと思った。辛いことだと思うが、なるべく多くの被爆者の方に語ってほしいと思うし、

それを聞きたいと思う。 

また、被爆者手帳の交付はハードルが高く手続きにも時間がかかると思っていたのでな

るべく早く申請するものと思っていたが、結婚に差し支えると病気になって初めて申請を

した人がいるというのにも驚いた。手帳を持っているなら医療費かからなくていいわね、

お金がもらえるからいいわねと、被爆者であるということが差別の対象になることを改め

て知った。 

 

 

４．慰霊碑について 

元々は人々が住んでいた普通の町が、原爆の被害にあい、町が一瞬でがれきの山になっ

たために、その場に平和のための公園を作ることになり、生き残った人がまた移動を余儀

なくされたり、お寺が移動したり、公園内に慰霊碑が集まったり、慰霊碑を作るにも制限

されたりと知らなかったことがあった。 

    

建物疎開のために外で活動していた中学生くらいの子どもたちがたくさん亡くなったこ

とも知った。また噴水など水を使った慰霊碑が多いのは水を欲しがった人が多かったた

め、その慰霊のためということだった。  

     



５．平和記念資料館の見学 

 資料館は三度目の訪問で、以前に見た展示物もあったが、毎回驚かされる。被爆した瓦

を触れ、原爆により一瞬で変化したと思うとその威力に驚く。皮膚や爪などの実物の標本

は息子には衝撃だったようだ。タッチパネル式の大型情報検索装置が新たに設置されてお

り、便利だと思った。かなり混雑していてもっとゆっくり見たいといつも思う。 

   

 

６．平和記念式典について 

当日公園に入るのに当然だろうが、持ち物チェックが必要なのに驚いた。 

テレビで見ていた式典のカメラに写っていないところでは、色々な人が拡声器など使っ

て自分の主張をしており、少し驚いた。式典会場近くではその音も気にならなかったが。

警察や市民やいろいろな団体の協力があって式典が成り立っていることが分かった。たく

さんの人が式典の様子を見守っていて、多くの人の関心があるのだと思った。 

 

     

 

７．まとめ 

碑めぐりガイドの斎藤さんが広島に原爆が落とされてかわいそうだ、ひどいというだけ

でなく、広島が標的になる原因(軍都であり、多くの兵隊が広島から他国を攻めた)があっ

たために結果として原爆投下された、物事には必ず原因があって結果があるとお話しして

いた。いろいろな物事を多くの立場にたってみることは問題解決のために重要な視点であ

ると思う。 



松井市長の平和のためには武力を行使するのではなく、根気強くあきらめずに対話する

ことだと仰っていたのが重要だと思った。正直自分一人の力では何もできないし、何も変

わらないと思っているが、これから自分になにができるか、今ある平和な生活を守るため

には何をしていくか考えていかなければならないと思う。そのための第一歩としてこの活

動に参加できたことは貴重な体験になった。 

 

息子にとっては少しショックな展示物を見たので、原子爆弾は恐ろしいと思ったよう

だ。まだまだ正確な知識を身につけられたとは言えないが、これからより多くのことを学

んでいってほしいと思う。 

 

最後にこのような貴重な体験をさせてくださったパルシステム千葉の職員の皆様、一緒

に参加された組合員の皆様、快く送り出してくれた家族、そして一緒に参加してくれた息

子に感謝いたします。ありがとうございました。 
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樋口 郁子

ピースアクションinヒロシマ



はじめに
親子企画とのことで募集が目にとまり、5年生になる息子も考える力がついてきたので心に
残る旅になるのではないかと思い参加することにしました。個人で行ってもなかなか直接話
を聞いたり触れ合えたりはできないので有意義だと考えました。深い悲しみを携えた土地に
降り立つと感じることもあるだろうと期待していました。

LINE UP

1 碑めぐりで感じたこと
2 被爆者の方の体験談
3 平和記念資料館の見学
4 現在を生きる中で

虹のステージにて広島県の基町高校、
崇徳高校の新聞部の生徒さんたちの新
聞の発表を見て今回の学びを新聞風に
まとめてみてはどうかと思った。



1、碑めぐり

室内碑めぐり（8月4日）

新谷美樹子さんのお話を聞いた。
お話の中で、原爆ドームが最初物
産陳列館だったころ、バームクー
ヘンが売られていたことがある、
とか原子爆弾のニックネームは？
とクイズを出したりと、子供たち
にわかりやすいようにお話してく
れた。広島に着き、最初の導入
だったのでとても分かりやすく知
識が入ってきた。

碑めぐり（8月5日）

斉藤さんというガイドさんに案内してもらう。「昨日室内碑めぐりで聞
いたかしら？」とガイドブックに書いていないことをたくさん教えてく
れた。爆心地のすぐ隣、原爆ドームは鉄枠の残骸が生々しく建物が語っ
ているようだった。斉藤さんは「こちらから爆風が吹いて・・・」と説
明してくれた。

落ちてない、上空６００ｍで炸裂したんだ、ということがうまくイメー
ジできていなかった自分に少し驚く。放射状の閃光が目前に広がるよう
だった。

広島には古く広島城があり、ずっと軍の拠点だった。広島の部隊はアジ
アや中国への侵攻も勇猛果敢。戦果を大いに挙げた部隊だったそうだ。
なぜここに落とされたのか、少なからず原因があって結果があるという
ことを考えていただきたい、と伝えてくれたのが印象に残った。

優しい語り口の新谷美樹子さん

斉藤さん、とても歩くのが早い！



象徴となっている折り鶴「原爆の子の像」の前で、たくさんの方が新
たに折り鶴をささげている姿が印象的だった。折り鶴＝平和＝原爆で
亡くなった佐々木禎子さんの物語、と自分の世代では当然知っている
が、息子は知らなかったようだ。学校で習わないのかと驚く。

平和記念公園の丹下建築を見られて感動した。原爆
ドーム-平和都市記念碑-資料館-と一直線になっていて
モニュメントというよりも、意味を持ってランドス
ケープデザインがなされたのだと納得だった。

近くで見ると記念碑に原爆ドームが収まっていたのに、
離れるにつれ遠景になりゆくドームが飛び出してくる。
地面の傾斜を使った丹下マジックだと斉藤さんが嬉し
そうに教えてくれた。

丹下健三氏がコンペで勝ち取ったデザイン。計算されつくしていて圧巻



碑めぐりではないが、折り鶴タワーにて（8月6日）

爆心地 島内科は折り鶴タワーの
１２階から見えた。碑めぐりのと
き「あの青い建物の横」と教えて
もらったが、島内科自体は建物の
影で見えなかったのだが、この上
空かと見上げ、だいたいスカイツ
リーの高さで炸裂・・・当時の上
空の閃光を想像した。

爆心地（島病院）の碑＊写真はネット引用

折り鶴タワーから見下ろすと公園全体が見えてまた違った印象を持てる。

息子と折り鶴を折ったのもいい思い出。



２、被爆の証言

山田寿美子さんのお話（8月4日）

壮絶なお話を聞き、原爆孤児として父母のいない悲し
み、差別のある世界への憎しみ、語るのもお辛いこと
察した。それでも伝えなければという強い使命感を感
じた。

被爆当時２歳の記憶はなく、原爆孤児として生き抜き、
その後立派にソーシャルワーカーとして被爆者の苦し
みに寄り添って仕事をされる様に感動した。

原爆がもたらす悲劇は、投下直後のことだけではない。
深く根強く人々の人生を狂わせていく。そんな恐ろし
さも実感した。

山田寿美子さん

被爆者の証言を聞ける機会も時とともに減ってくることだろう。やはり、証言というのは重みが違う。

しかしながら、私たちは次世代に語り継いでいかなくてはならない。ということも強く感じた。

どうか、まだまだお元気で、この経験を語り継いでいただきたい。



３、平和記念資料館 見学 （8月5日）

遺品などを見ていると、語
り掛けられているようで辛
い。

導入で「焦土と化した都市」の
投影で、原爆が炸裂するさまを
ジオラマで可視化していて、と
ても衝撃的だった。太陽が落ち
てきたような。一瞬にしてすべ
てを焼き尽くすと実感した。

８月６日のこと、放射能、何年もたっ
てから出てくる病気。GHQによる統制。
誰も事実を分かっていなかった。原爆
直後、広島から疎開先の兄弟にあてた
ハガキに「広島もちょこっとやられた
けど大丈夫」というように書いてあっ
て、悲しすぎる。

新谷さんも触れていたお弁当箱。お昼に
お弁当を食べることを楽しみにしていた
だろうに。



４、現在を生きる中で

私の夫の父は、東京大空襲を経験している。１９４５年３月１０日、東京の門前仲町、深川に住んで
いた義父は当時小学２年生だった。焼夷弾により町中が火事。兄弟は直前に疎開していて、自分も今
度発つ、そんな時期だったようだ。幼いながらに隣人のお医者さんと逃げたそうで、走って逃げる中
でお医者さんは左へ行く、「俺は右へいく」と別れたそうだ。義父は永代橋から隅田川に飛び込み命
からがら火の手から逃げた。あわてて逃げる中、何が運命を分けたのか、次の日そのお医者さんは亡
くなったと聞いた、とのことだ。

義父は８８歳になり、今も元気にしているが、その経験を語るには老齢すぎて、だんだんと話が閉じ
ていくのを感る。

被爆の実相を語る人が少なくなってきた、と危機感を募らせながらも、それを語り継いでいかなくて
はという若い力も感じた。多くの人に知ってもらい、広島に来てもらい、感じてもらう。広島の人々
の強い想いと熱意にあふれていた。

核兵器と人類は共存できない。戦争は二度と起こしてはならない。この想いを次の世代にも語り継い
でいってほしい。

私も義父の話を伝えよう、と気持ちを新たにした。

東京大空襲の資料

虹の広場では、若い力を感じました。

平和活動を日々頑張っている子たちが文化的に表現している姿
に希望が湧いてきます。スポーツも、芸術も、平和がなくては
できるものではない。辛い過去を決して忘れない。風化させて
はならない。そういう意思を感じました。

安田女子高・大の書道パフォーマンス



おわりに
平和記念式典は、強烈な日差し、人いきれで熱気が渦巻いていて、しかしながら平和への祈りと鎮魂に満
ちていました。初めて式典で黙とうすることができました。

嬉しいことに、小５の息子がしっかりと学びとり感じるものがあったようです。

私たちは日常を生きながら、情勢という大海のなかにいることを忘れがちです。政治や民意の渦にのまれ
てしまって、今なおアメリカの核の傘の下にいる事実。もっと私たちは自分のこととして考えなければな
らない。誰しもが戦争はしたくないのに、戦争がなくならない、いつの時代も。なぜか。次の世代の子供
たちと話して考えていきたいと思いました。

多くの学びがあり、広島の方々の思いに寄り添うことができたように思います。この経験をぜひ周りの人
に伝え、蝶の羽ばたきのように伝わっていつか大きな風になるような、そんな風に平和へとつながるとい
いなと思います。

この度の企画運営にあたり、多くの方々が携わってくださり、私たちは安全に予定通りに旅をすることが
できました。心から感謝申し上げます。一緒に旅をしてくださった皆様にもまた会って、この日のことを
話したいです。本当にありがとうございました。

広島県知事 湯崎知事のスピーチでとても心に残ったところがあります。

「我々も決して諦めず、粘り強く、核兵器廃絶という光に向けて這い進み、人類の、地球の生
と安全を勝ち取ろうではありませんか。」

這って進む。泥臭く力強い言葉です。私たちは広島を忘れてはならない。

レポートをまとめるにあたり、共有された写真などを使わせていただきました。ありがとうございます。
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室内での碑めぐり
勉強

碑めぐり

資料館見学

虹の広場

行って感じたこと
まとめ

ある日夜ご飯を食べる準備をしているときに、
お母さんがチラシを見せてくれた。そのチラ
シは、『ピースアクションinヒロシマ』のも
のだった。僕は広島や長崎に原爆が落ちたこ
とを知っていたけど、
場所や時間などをはっきりとは知らなかった。
だからお母さん、が誘ってくれたのを迷わず
「行きたい」と、答えた。
このレポートは広島で学んだ【平和】を子供
新聞を参考にまとめたレポートだ

５年 樋口 奨

もくじ



新谷美樹子さんの話

山田寿美子さんの話

はじめに新谷さんは、
こう言った。昔は広島も栄えていた。そして平和
だった。
だけどたった一発で全部が壊れたと語る。
そんな核爆弾は地面ではなく、空中で炸裂したの
だ。空中で炸裂し、人々の体を焼き
建物を壊していったのだ。
新谷さんは、こんな地獄のような話を
次の世代に語るのが大切だと言ってくれた。

山田寿美子さんは紙を僕らに配って話してく
れた。
２歳で親を亡くし親戚の家を転々とし、
そして苦しい生活を続け、「被ばく子」とい
じめられていたそう。
そして、山田寿美子さんは他の人を常に考え
られる人になってほしいと僕たちに言葉
を残してくれた。
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ー
ム

建築物として世界
遺産登録された。
負の遺産

原
爆
の
子
の
像

峠三吉の詩
ちちをかえせ
ははをかえせ
としよりをかえせ
こどもをかえせ
わたしをかえせ
わたしにつながるにんげ
んをかえせ
にんげんの にんげんの
よのあるかぎり
くずれぬへいわをかえせ
という詩がある。

広
島
平
和
都
市
記
念
碑

「安らかに眠っ
てください過ち
は繰り返しませ
ぬから」

平和の灯
核兵器がなくなるまで燃えつづける。

「これは僕らの叫びです
これは私たちの祈りです
世界に平和を築くための」

原爆の日の付近だったので、
とても多くの人があふれて
いました。さいとうさんは、
説明をしながら普段の広島
市内のことも話してくれま
した。ぜひまた違う日に、
来てほしいと言っていまし
た。



平
和
記
念
資
料
館

被爆後残った物は…

僕
は
「
魂
の
叫
び
」
の

と
こ
ろ
が
と
て
も
心
に

残
っ
た
。
人
々
の
実
際

の
叫
び
に
悲
し
い
を
超

え
て
心
が
苦
し
く
な
っ

た
。



虹のひろば合唱団

高校生書道パフォーマンス 高校生の原爆を伝え聞いて描いた絵を
見ました。ほかにも、新聞部の新聞の
発表を見て聞いて、高校生の表現力に
驚きました。



行って感じたこと まとめ

ピースアクションinヒロシマに行ったことで核兵器が世界に広がって
いる現状に驚くと同時に、やっぱり核兵器はだめだと感じた。その
一発でたくさんの人々が、悲しむことを深く考えなければならない。
だからこそ、僕はレポートを書くだけじゃなくて
学校やいろいろな人に伝えてつなげていくことが必要だと思った。
これからも、日々【平和】について考えていこう。



ピースアクション in ヒロシマに参加して 

木村 良子 

原爆ドームの前に立った時、私の心はきゅっと苦しく締め付けられ、涙がこ

ぼれそうになりました。 

写真や映像で見たことはありましたが、被爆の惨禍を物語って建っているド

ームの姿、対岸には、大やけどをして苦しむおびただしい数の人々が水を求め

て集まっていたという元安川を見た時に、今、私が立っているこの地の８０年

前の地獄のような姿を想像できたからです。 

このような感情が沸いてくることは、想像していませんでしたので、実際に

現地を見て感じられるものの大きさに驚きました。 

また、１９４５年８月６日８時１５分まで広島で暮らしていた人々のいつも

の朝が、一瞬で奪われたことへの怒りも感じました。 

奪われても良い命は一つもありませんし、誰もが幸せに暮らす権利を持って

いるはずです。 

私は帰宅後、久しぶりに日本国憲法の前文、９条、２５条を読み返しまし

た。改めて素晴らしい憲法だと感じましたが、今の日本はどこへ向かっている

のだろうかと不安にもなりました。 

唯一の被爆国である日本が、どうして核禁止条約を批准しないのか、核兵器



も戦争もない平和な世界をこの国はどう実現していくつもりなのか、見えなく

なっているように感じました。 

しかし、碑巡りガイドとして活動している方々、被爆証言をしてくださって

いる方々、虹のステージで原爆の絵を描いている高校生、書道で力強いメッセ

ージを発信している大学生、他にも平和の実現のために活動している多くの

人々を知ることができました。 

また、平和祈念式典は白いテントの下の人々だけをテレビ映像から想像して

いましたが、実際には、平和記念公園には本当に多くの人々が参加し、平和へ

の祈りを込めて黙祷する姿を目にしました。 

海外の方も多く、翻訳アプリを使って真剣に聞く姿は、驚きもありました。 

これらのことは、現地に行かなければ分からなかったことだと感じました。 

私にできることは、関心を持ち続け知ること、そして、自分のこととして考

え続けること。知ることがすべてのスタートであり、知ることが行動を生むと

思います。 

山田 寿美子さんが被爆の証言をしながら涙を流される姿を見て、苦しみは

今もなお続いていて、８０年経過しようが、１００年経過しようが決して癒さ

れることのない苦しみなのだと感じました。 

 私、そして子供たちは被爆証言を直接聞くことのできる最後の世代になって



きています。この夏、私達親子は本当に貴重な経験をさせてもらったと感謝し

ています。 

きっと、惇志が１３歳の夏に感じたことは、彼の中に何かを残してくれたは

ずです。この夏の話を、周りの友達に、そして彼が大人になった時、親になっ

た時、この経験を次の世代に語ってくれたらと願います。 

 これまで、パルシステムは安心・安全な食材を購入できるとしか考えていま

せんでしたが、平和な社会づくりに貢献するとういう考えの基に、このような

取り組みを行っていることを知り、ますますパルシステムが好きになりまし

た。 

最後に、この企画を計画、実現に向けてご尽力いただいたパルシステムの職

員の方々に感謝します。 

広島での３日間、いつも体調を気にかけてくださったり、話しかけてくださ

ったり、とても気持ちよく過ごすことができました。 

お世話になりました。本当ありがとうございました。 

以 上 
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志

 

 

昔

に

も

私

た

ち

と

同

じ

よ

う

に

人

々

が

い

て

暮

ら

し

て

い

た

の

だ

、

と

い

う

当

た

り

前

の

こ

と

を

強

く

感

じ

ま

し

た

。
 

 

私

は

こ

の

夏

、

広

島

に

行

き

一

九

四

五

年

に

落

と

さ

れ

た

原

爆

に

つ

い

て

と

そ

の

影

響

を

学

ぶ

ツ

ア

ー

に

参

加

し

ま

し

た

。

 

 

そ

の

ツ

ア

ー

で

は

主

に

被

爆

者

の

証

言

や

平

和

記

念

公

園

に

あ

る

碑

の

説

明

・

広

島

平

和

記

念

資

料

館

と

平

和

祈

念

式

の

見

学

な

ど

を

し

ま

し

た

。

 

 

ま

ず

、

被

爆

者

の

証

言

で

は

二

歳

の

時

に

被

爆

し

、

 

両

親

を

亡

く

し

て

被

爆

孤

児

と

な

っ

た

人

の

話

を

聴

き

ま

し

た

。

 

 

こ

こ

で

自

分

が

知

っ

た

こ

と

は

、

被

爆

し

た

人

は

爆

弾

に

よ

っ

て

体

が

不

自

由

に

な

る

苦

し

み

だ

け

で

な

く

、

被

爆

に

よ

っ

て

で

き

て

し

ま

っ

た

生

活

・

家

庭

環

境

で

虐

げ

ら

れ

る

と

い

う

二

重

の

苦

し

み

が

あ

る

の

だ

と

い

う

こ

と

で

す

。

 

 

ま

た

、

被

爆

者

の

方

は

八

十

年

た

っ

た

今

で

も

話

し

て

い

る

と

涙

が

出

て

き

て

い

て

、

心

の

傷

は

な

か
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な

か

治

ら

な

い

の

だ

と

思

い

ま

し

た

。

 

 

次

に

平

和

祈

念

公

園

に

あ

る

碑

の

説

明

で

は

平

和

の

灯

・

原

爆

の

子

の

像

な

ど

を

建

て

た

目

的

や

成

り

立

ち

を

学

び

ま

し

た

。

 

 

そ

の

な

か

で

一

番

記

憶

に

残

っ

て

い

る

の

は

、

原

爆

死

没

者

慰

霊

碑

で

す

。

 

 

こ

の

碑

の

屋

根

は

、

埴

輪

の

家

型

に

な

っ

て

お

り

、

中

の

石

室

に

は

爆

弾

に

よ

っ

て

亡

く

な

ら

れ

た

方

々

の

氏

名

、

年

月

日

、

年

齢

が

書

か

れ

た

名

簿

が

百

三

十

冊

入

っ

て

い

ま

す

。

加

え

て

一

つ

の

名

簿

に

は

白

紙

の

も

の

が

あ

り

、

こ

れ

は

名

前

が

わ

か

ら

な

い

方

々

を

指

し

て

い

ま

す

。

 

 

こ

の

碑

の

話

を

聞

き

、

三

四

万

九

二

四

六

人

の

人

達

が

亡

く

な

っ

た

と

知

り

、

予

想

以

上

の

人

数

の

多

さ

に

驚

き

ま

し

た

。

 

 

広

島

平

和

記

念

資

料

館

で

は

実

際

に

使

わ

れ

て

い

た

、

自

転

車

や

服

な

ど

の

も

の

や

被

爆

者

の

実

話

な

ど

一

時

間

で

は

見

き

れ

な

い

ほ

ど

の

展

示

が

あ

り

ま

し

た

。

 

資

料

館

の

見

学

が

一

番

考

え

さ

せ

ら

れ

た

も

の

で
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し

た

。

な

ぜ

な

ら

、

最

も

原

爆

の

悲

惨

さ

を

感

じ

、

黒

い

雨

や

放

射

能

の

影

響

な

ど

の

知

ら

な

か

っ

た

こ

と

が

多

か

っ

た

か

ら

で

す

。

 

 

同

じ

時

代

に

生

き

て

い

た

ら

、

会

話

す

る

こ

と

で

、

相

手

の

感

情

に

触

れ

る

こ

と

が

で

き

ま

す

が

、

自

分

が

生

ま

れ

る

前

の

出

来

事

だ

と

、

普

通

は

写

真

や

文

章

で

し

か

知

る

こ

と

が

で

き

ま

せ

ん

。

焼

け

跡

か

ら

帽

子

と

小

さ

な

頭

骸

骨

と

三

輪

車

を

見

つ

け

、

子

供

が

亡

く

な

っ

た

と

知

っ

た

お

父

さ

ん

の

実

話

を

読

み

、

実

物

も

見

た

時

に

は

、

ま

る

で

、

今

話

し

て

い

る

よ

う

に

感

情

や

風

景

を

想

像

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

 

な

の

で

、

よ

り

鮮

明

に

被

爆

者

た

ち

の

悲

し

み

に

触

れ

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

 

最

後

に

平

和

祈

念

式

典

を

見

学

し

ま

し

た

。

 

こ

こ

で

は

、

自

分

が

想

像

し

て

い

た

よ

り

も

た

く

さ

ん

の

外

国

人

が

来

て

い

た

こ

と

に

と

て

も

驚

き

ま

し

た

。

 

式

典

は

全

て

日

本

語

で

行

わ

れ

て

い

る

の

で

、

何

を

言

っ

て

い

る

の

か

、

わ

か

ら

な

い

と

心

配

に

な

り

ま

し

た

。
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そ

れ

で

も

、

多

く

の

国

か

ら

式

典

を

見

に

来

て

く

れ

て

い

る

し

、

前

に

い

た

外

国

人

は

ス

マ

ホ

で

同

時

翻

訳

し

て

内

容

を

理

解

し

よ

う

と

し

て

い

て

と

て

も

良

い

こ

と

だ

と

思

い

ま

し

た

。

 

広

島

に

行

っ

て

学

ん

だ

こ

と

を

ま

と

め

る

と

、

被

爆

に

よ

っ

て

身

体

的

な

影

響

と

し

て

、

亡

く

な

っ

た

り

、

後

遺

症

に

な

っ

た

り

す

る

苦

し

み

と

、

精

神

的

な

影

響

と

し

て

、

い

じ

め

ら

れ

た

り

、

虐

げ

ら

れ

た

り

す

る

二

つ

の

苦

し

み

が

あ

る

こ

と

を

知

り

ま

し

た

。

 

被

爆

し

た

人

と

ほ

ぼ

同

じ

世

代

で

生

き

て

い

た

ら

被

爆

の

影

響

を

知

っ

て

い

る

と

思

う

の

で

い

じ

め

る

の

で

は

な

く

、

助

け

て

や

る

べ

き

だ

と

、

二

歳

で

被

爆

し

た

山

田

寿

美

子

さ

ん

の

証

言

も

聞

い

て

、

強

く

感

じ

ま

し

た

。

 

ま

た

、

当

時

生

き

て

い

た

人

が

使

っ

て

い

た

も

の

や

記

録

を

資

料

館

で

見

て

、

私

た

ち

と

変

わ

ら

な

い

暮

ら

し

が

一

人

一

人

に

あ

っ

た

の

だ

と

実

感

し

ま

し

た

。

 

そ

の

こ

と

を

多

く

の

外

国

人

が

学

ん

で

い

る

こ

と

は

と

て

も

良

い

こ

と

だ

と

思

い

ま

し

た

。
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今

の

世

界

に

目

を

向

け

る

と

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

と

ロ

シ

ア

が

争

っ

て

い

た

り

、

パ

レ

ス

チ

ナ

問

題

な

ど

社

会

情

勢

が

不

安

定

で

す

。

 

現

在

の

こ

と

は

過

去

か

ら

積

み

重

ね

て

き

た

こ

と

で

成

り

立

ち

、

現

在

か

ら

の

積

み

重

ね

が

未

来

を

作

る

と

考

え

る

の

で

、

世

界

共

通

で

核

兵

器

や

戦

争

を

無

く

し

、

本

当

に

平

和

な

世

の

中

に

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

い

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以

上

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」

 


